
地
域
福
祉
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
－
活
動
強
化
方
策
（
抄
）
－

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

社
会
福
祉
の
展
望
と

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

（
略
）

1
　
こ
の
十
年
間
の
社
会
福
祉
を

め
ぐ
る
状
況

○
　
日
本
の
人
口
構
造
は
少
子
・
高
齢
化

の
様
相
が
一
段
と
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
9
年
1
月
の
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
人
口
推
計
に
よ
れ
ば
、

合
計
特
殊
出
生
率
が
平
成
7
年
に
は
1
・

4
2
と
史
上
最
低
の
値
を
示
す
一
方
、
高

齢
化
は
着
実
に
進
み
、
平
成
3
7
年
に
は

中
位
推
計
で
総
人
口
の
2
7
・
4
％
以
上

が
6
5
歳
以
上
と
い
う
高
齢
社
会
と
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
6
年
度
で
の
高
齢
化
率
は
市
区
町

村
間
の
格
差
が
大
き
く
、
財
長
寿
社
会

開
発
セ
ン
タ
ー
の
平
成
7
年
版
老
人
保

健
福
祉
マ
ッ
プ
数
値
表
に
よ
れ
ば
最
大

で
4
7
・
5
％
、
最
小
で
5
・
5
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
本
格
的
な
少
子
・
高
齢

社
会
へ
の
移
行
は
、
日
本
の
社
会
保
障

制
度
の
根
幹
に
関
わ
る
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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2
　
在
宅
福
祉
施
策
の
充
実
と
地
域

に
お
け
る
福
祉
活
動
の
発
展

○
　
こ
の
十
年
間
に
わ
が
国
の
社
会
福
祉

は
、
福
祉
需
要
の
多
様
化
に
対
応
し
た

在
宅
福
祉
施
策
の
展
開
に
力
点
が
置
か

れ
、
住
民
に
身
近
な
市
町
村
に
よ
る
各

種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
が
充
実
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

○
　
こ
と
に
、
平
成
2
年
6
月
の
福
祉
関

係
八
法
の
改
正
で
は
、
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
と

も
に
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
在
宅
サ
ー
ビ

ス
が
市
町
村
に
お
い
て
一
元
的
・
計
画

的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
が
築
か
れ
ま
し

た
。

○
　
高
齢
者
保
健
福
祉
の
計
画
的
な
推
進

の
た
め
の
「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」
（
平
成

元
年
1
2
月
）
と
「
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」

（
平
成
6
年
1
2
月
）
、
児
童
福
祉
分
野
で

の
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
（
平
成
6
年
1
2

月
）
及
び
障
害
児
・
者
福
祉
分
野
で
の

「
障
害
者
プ
ラ
ン
」
（
平
成
7
年
1
2
月
）

が
策
定
さ
れ
、
計
画
的
な
社
会
福
祉
の

進
展
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

〇
　
こ
う
し
た
在
宅
福
祉
施
策
の
進
展
に

伴
い
、
そ
の
拠
点
と
し
て
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
等
が
計
画
的
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
公
的
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
地
域
に
お
い
て
社

会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
福
祉
活
動
が
活
発
に
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

3
　
今
後
の
福
祉
課
題

○
　
今
日
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
社

会
に
お
い
て
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
や
、
地
域
住
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
福
祉
活

動
の
促
進
を
図
る
こ
ど
な
ど
、
地
域
福

祉
の
充
実
が
裸
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
で
、
公

的
福
祉
施
策
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
民
間
に
よ
る
福
祉
活
動
も
拡
大
し
、

地
域
社
会
に
お
い
て
必
要
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
め

ざ
し
た
活
動
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
・

団
体
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
は
、

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者
や
障
害

者
が
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
っ
た
り
、
地

域
社
会
の
中
で
自
ら
、
住
民
に
対
す
る

支
援
活
動
を
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

○
　
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
高
齢
者
の

介
護
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

公
的
な
介
護
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ

し
た
介
護
保
険
法
案
が
国
会
に
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
が
増
加

し
て
い
る
中
で
、
高
齢
者
な
ど
が
住
み

慣
れ
た
地
域
社
会
で
生
活
し
て
い
け
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
つ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
と
っ
て
は
、

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
し
て
、
ま
ず
、

地
域
の
要
介
護
の
高
齢
者
の
実
態
を
十

分
に
把
握
し
た
上
で
、
友
愛
訪
問
や
安

否
確
認
活
動
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

○
　
少
子
化
の
進
行
、
家
族
や
地
域
の
子

育
て
機
能
の
低
下
、
児
童
虐
待
の
増
加
、

不
登
校
、
い
じ
め
の
深
刻
化
な
ど
児
童

や
家
庭
を
取
り
巻
く
問
題
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
、

児
童
委
員
は
主
任
児
童
委
員
と
と
も
に
、

学
校
、
児
童
相
談
所
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
の
地
域
の
諸
機
関
・
団
体
等
と

協
働
し
て
、
「
心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て

る
運
動
」
を
展
開
し
、
子
ど
も
や
子
育

て
家
庭
に
対
す
る
支
援
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

1
　
基
本
的
人
権
の
尊
重

○
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ
の
活

動
に
当
た
っ
て
、
民
生
委
員
法
第
1
2
条

に
あ
る
よ
う
に
、
個
人
の
人
格
を
尊
重

し
た
活
動
を
す
す
め
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
日
本
国
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
基
本

的
人
権
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識

に
も
と
づ
き
、
い
か
な
る
差
別
的
又
は

優
先
的
な
取
扱
い
を
も
す
る
こ
と
な
く

活
動
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
基
本
で

す
。

2
　
住
民
の
福
祉
需
要
の
把
握

〇
　
地
域
住
民
の
生
活
の
変
化
、
多
様
化

す
る
福
祉
需
要
の
変
化
を
的
確
に
把
握

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

3
　
自
ら
の
活
動
の
点
検
・
評
価

○
　
常
に
地
域
の
福
祉
課
題
を
と
ら
え
、
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自
ら
の
活
動
を
活
動
記
録
な
ど
に
よ
り

点
検
・
評
価
し
、
目
的
意
識
を
持
っ
て

活
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

4
　
地
域
を
基
盤
と
し
た
活
動
の

展
開

○
　
地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
を
充
実

さ
せ
、
相
談
な
ど
を
通
じ
、
高
齢
者
や

障
害
者
等
に
対
す
る
日
常
的
・
継
続
的

な
支
援
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

等
と
協
働
し
た
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

5
　
先
駆
的
・
先
見
的
活
動
の
展
開

○
　
民
生
委
員
制
度
が
創
設
さ
れ
て
以
来
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
常
に
地
域
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
新
た
な
福
祉
課

題
を
提
起
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、
常
に
新
し
い
課
題
を
発

見
し
な
が
ら
活
動
に
取
り
組
む
先
駆
的

・
先
見
的
な
姿
勢
が
重
要
で
す
。

6
　
関
係
機
関
・
施
設
・
団
体
と
の

連
携
・
協
働
活
動
の
推
進

○
　
地
域
社
会
の
中
に
は
、
社
会
福
祉
に

関
連
す
る
各
種
の
機
関
・
施
設
・
団
体

が
あ
り
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
団
体
な
ど
と

民
生
香
員
・
児
童
委
員
や
民
児
協
が
連

携
・
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

厚
み
の
あ
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
原
則

1
　
社
会
奉
仕
の
精
神

2
　
基
本
的
人
権
の
尊
重

3
　
政
党
・
政
治
的
目
的
へ
の
地
位
利
用
の

禁
止

○
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
社
会

奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
社
会
福
祉

の
増
進
に
努
め
ま
す
。
（
民
生
委
員
法

第
1
条
）

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ
の

職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

個
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
身
上

に
関
す
る
秘
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
（
民
生
委
員
法
第
1
2
条
）

○
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身

分
又
は
門
地
に
よ
っ
て
差
別
的
又
は

優
先
的
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
、
民
生
垂
員
・
児
童
委
員

活
動
の
基
本
で
す
。
（
民
生
委
員
法
第

1
5
条
）

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ
の

職
務
上
の
地
位
を
政
党
ま
た
は
政
治

的
目
的
の
た
め
に
利
用
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
（
民
生
委
員
法
第
1
6
条
）

1
　
自
主
性

2
　
奉
仕
性

3
　
地
域
性

○
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
常
に

住
民
の
立
場
に
立
ち
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
自
発
的
・
主
体
的

な
活
動
を
行
い
ま
す
。
（
自
主
性
）

○
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
誠
意

を
も
ち
地
域
住
民
と
の
連
帯
感
を
も

っ
て
、
常
に
謙
虚
に
無
報
酬
で
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
行
政
機
関

の
業
務
に
協
力
し
ま
す
。
（
奉
仕
性
）

○
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
一
定

の
地
域
社
会
（
担
当
区
域
）
を
基
盤

と
し
て
、
適
切
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

（
地
域
性
）

1
　
住
民
性
の
原
則

2
　
継
続
性
の
原
則

3
　
包
括
・
総
合
性
の
原
則

○
　
自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
で
あ
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住
民
に

最
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
住
民
の
立

場
に
立
っ
た
活
動
を
行
い
ま
す
。
（
住

民
性
の
原
則
）

○
　
福
祉
問
題
の
解
決
に
は
、
時
間
を

か
け
て
環
境
や
条
件
整
備
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
在
任
中
は

も
ち
ろ
ん
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
交
替
が
行
わ
れ
た
場
合
で
も
、
そ
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の
活
動
は
必
ず
引
き
継
ぎ
、
常
に
継

続
し
た
対
応
を
行
い
ま
す
。
（
継
続
性

の
原
則
）

○
　
個
々
の
福
祉
問
題
の
解
決
を
図
っ

た
り
、
地
域
社
会
全
体
の
課
題
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
間
題

に
つ
い
て
、
一
面
的
に
で
は
な
く
、

包
括
的
、
総
合
的
な
視
点
に
立
っ
た

活
動
を
行
い
ま
す
。
（
包
括
・
総
合
性

の
原
則
）

1
　
社
会
調
査
の
は
た
ら
き

2
　
相
談
の
は
た
ら
き

3
　
情
報
提
供
の
は
た
ら
き

4
　
連
絡
通
報
の
は
た
ら
き

5
　
調
整
の
は
た
ら
き

6
　
生
活
支
援
の
は
た
ら
き

7
　
意
見
具
申
の
は
た
ら
き

○
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
担
当

区
域
内
の
住
民
の
実
態
や
福
祉
需
要

を
日
常
的
に
把
握
す
る
ア
ン
テ
ナ
の

役
割
（
社
会
調
査
の
は
た
ら
き
）
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
か

か
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
相
手
の
立

場
に
立
っ
た
親
身
な
対
応
（
相
談
の

は
た
ら
き
）
を
行
い
ま
す
。

○
　
社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
は
、

今
日
、
ま
す
ま
す
充
実
・
拡
大
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
や
情
報
を

住
民
に
的
確
に
提
供
し
（
情
報
提
供

の
は
た
ら
き
）
、
住
民
が
そ
の
福
祉
需

要
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
得
ら

れ
る
よ
う
関
係
行
政
機
関
・
施
設
・

団
体
等
に
連
絡
し
、
必
要
な
対
応
を

促
す
パ
イ
プ
の
役
割
を
つ
と
め
ま
す

（
連
絡
通
報
の
は
た
ら
き
）
。

○
　
住
民
の
福
祉
需
要
に
対
応
し
、
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る

よ
う
調
整
し
た
り
（
調
整
の
は
た
ら

き
）
、
住
民
の
求
め
る
生
活
支
援
活
動

を
自
ら
行
い
、
ま
た
支
援
体
制
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
（
生
活
支
援
の
は

た
ら
き
）
。

○
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
活
動

を
通
じ
て
得
た
問
題
点
や
改
善
策
に

つ
い
て
と
り
ま
と
め
、
必
要
に
応
じ

て
民
児
協
を
通
し
て
関
係
機
関
な
ど

に
意
見
を
提
起
し
ま
す
（
意
見
具
申

の
は
た
ら
き
）
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
重
点

1
　
相
談
・
支
援
活
動
の
強
化

2
　
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
と
利
用
の
促
進

3
　
福
祉
票
の
点
検
と
活
用

○
　
個
々
の
住
民
や
世
帯
に
対
し
て
支

援
を
行
う
個
別
援
助
活
動
は
、
地
域

住
民
の
身
近
な
相
談
・
支
援
者
と
し

て
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の

基
本
と
言
え
ま
す
。
各
種
の
調
査
活

動
に
よ
る
福
祉
需
要
の
把
握
、
福
祉

票
の
改
善
・
整
備
等
、
各
地
域
で
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

〇
　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
相
談
・
支

援
活
動
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
施
策
や
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
を
的
確
に
把
握
・
周
知
し
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
　
災
害
時
な
ど
に
お
け
る
迅
速
な
対

応
を
行
う
た
め
に
も
、
常
に
担
当
区

城
内
の
実
態
把
握
に
努
め
、
福
祉
票

を
点
検
し
、
そ
の
活
用
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

1
　
要
援
護
者
を
囲
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
の
推
進

2
　
福
祉
・
保
健
・
医
療
・
教
育
等
の
関
係

機
関
と
の
連
携

○
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
な
ど
の
参
加
を
得

て
、
要
援
護
者
（
世
帯
）
を
日
常
的

に
見
守
り
、
支
援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
動
を
活
発
に
展
開
し
、
成
果
を

あ
げ
て
き
ま
し
た
。

○
　
支
援
内
容
が
多
分
野
に
わ
た
っ
て

く
る
中
で
、
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
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教
育
等
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の

連
携
・
協
力
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
、

○
　
今
後
は
、
今
ま
で
以
上
に
、
地
域

住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
参
加
を

得
、
身
近
な
地
域
を
基
盤
と
し
た
要

援
護
者
を
囲
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
専
門
機

関
を
は
じ
め
関
係
機
関
等
と
の
連
携

を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

1
　
福
祉
環
境
整
備
へ
の
協
力
、
防
災
計
画

へ
の
協
力

2
　
地
域
住
民
の
福
祉
へ
の
理
解
と
参
加
の

促
進

3
　
共
に
支
え
合
う
地
域
社
会
づ
く
り

○
　
暮
ら
し
や
す
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
に
む
け
て
、
公
共
的
な
建
築
物
や

移
動
に
関
わ
る
環
境
を
点
検
し
、
高

齢
者
や
障
害
者
を
は
じ
め
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
も
の
へ
と
改
善
し
て
い

く
点
検
活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
、
必

要
に
応
じ
て
環
境
改
善
に
協
力
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
教
訓
を

も
と
に
、
各
都
道
府
県
・
市
区
町
村

段
階
に
お
い
て
策
定
さ
れ
る
防
災
計

画
や
地
域
の
防
災
体
制
に
積
極
的
に

協
力
し
、
災
害
時
に
お
け
る
安
否
確

認
や
生
活
支
援
を
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
と
の
連
携
の
も
と
に
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
　
社
会
福
祉
協
議
会
や
福
祉
施
設
・

団
体
等
と
協
力
し
、
地
域
住
民
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
福
祉
活
動
へ
の

参
加
を
積
極
的
に
促
進
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
際
、
住
民
自
ら
が
地
域
の

福
祉
課
題
を
共
有
し
、
そ
の
解
決
に

む
け
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
け
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

○
　
支
援
を
必
要
と
す
る
人
び
と
を
共

に
支
え
、
助
け
合
っ
て
い
く
地
域
社

会
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

1
　
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環
境

の
整
備
促
進
と
支
援

2
　
児
童
委
員
活
動
の
強
化

○
　
地
域
の
子
ど
も
や
家
庭
を
め
ぐ
る

状
況
に
つ
い
て
の
把
握
（
需
要
調
査
）

か
ら
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
解

決
の
た
め
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討

し
、
そ
の
上
で
、
関
係
機
関
・
団
体

等
と
話
し
合
い
、
役
割
分
担
を
行
い

な
が
ら
、
相
談
・
支
援
体
制
を
つ
く

っ
て
い
き
ま
す
。

○
　
子
ど
も
が
地
域
の
中
で
健
や
か
に

育
っ
て
い
く
よ
う
環
境
の
整
備
促
進

に
努
め
ま
す
。
特
に
行
事
等
を
通
じ

て
、
地
域
の
人
び
と
と
ふ
れ
あ
う
機

会
が
も
て
る
よ
う
日
常
的
か
つ
計
画

的
に
活
動
を
行
い
、
子
育
て
の
不
安

・
悩
み
等
に
関
し
て
、
気
軽
に
相
談

を
受
け
ら
れ
る
関
係
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

○
　
児
童
問
題
が
複
雑
・
多
様
化
す
る

中
で
、
区
域
担
当
の
児
童
委
員
と
主

任
児
童
委
員
は
、
密
接
に
連
携
し
、

相
談
・
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

○
　
今
ま
で
以
上
に
関
係
機
関
（
児
童

相
談
所
や
福
祉
事
務
所
、
児
童
福
祉

施
設
、
学
校
、
保
健
・
医
療
等
の
専

門
機
関
等
）
と
の
連
携
が
重
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
特
に
主
任
児
童
委
員

は
、
関
係
機
関
な
ど
と
常
日
頃
よ
り
、

情
報
交
換
や
話
し
合
い
を
も
ち
、
問

題
解
決
が
速
や
か
に
、
ま
た
継
続
的

に
行
わ
れ
て
い
く
よ
う
な
土
壌
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

〇
　
こ
れ
ら
は
「
心
豊
か
な
子
ど
も
を

・
育
て
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
計

画
的
に
す
す
め
、
常
に
点
検
・
評
価

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

1
　
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
協
働

活
動
の
強
化

2
　
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
働
活
動
の
強

化〇
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
多
様

化
し
て
い
る
福
祉
問
題
に
対
応
す
る

た
め
に
、
民
児
協
を
基
盤
に
、
市
区

町
村
や
福
祉
事
務
所
、
児
童
相
談
所
、

学
校
、
保
健
・
医
療
等
の
諸
機
関
や

社
会
福
祉
施
設
、
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
各
種
支
援
セ
ン
タ
ー
、
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
自
治
会

等
と
連
携
し
た
活
動
を
積
極
的
に
展

開
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
　
各
民
児
協
は
市
区
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
し
、
身
近
な
地
域
を

基
盤
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

や
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
具
体
的

な
事
業
・
活
動
を
す
す
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

1
　
各
段
階
の
民
児
協
の
機
能
強
化

2
　
研
修
の
強
化

〇
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
を
活

発
化
し
、
求
め
ら
れ
る
課
題
に
的
確

に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
個
々
人
の
積
極
的
な

活
動
と
と
も
に
、
各
民
児
協
に
お
け

る
組
織
的
・
計
画
的
な
活
動
展
開
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
民
児
協
の
活
動

の
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、
自
ら
の
活

動
の
実
績
を
把
握
し
、
評
価
し
、
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、

機
能
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

○
　
研
修
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
計
画

的
・
段
階
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
、

事
例
に
即
し
た
実
践
に
役
立
つ
内
容

と
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

研
修
の
中
で
、
基
本
的
人
権
に
関
す

る
正
し
い
理
解
と
認
識
の
徹
底
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

〔
単
位
民
児
協
〕

○
　
具
体
的
な
問
題
や
活
動
事
例
を
持

ち
寄
り
、
そ
の
対
応
を
検
討
す
る
な

ど
、
定
例
会
の
充
実
と
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

○
　
地
域
に
即
し
た
活
動
方
針
の
と
り

ま
と
め
や
民
児
協
の
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
全
体

の
合
意
形
成
に
努
め
ま
す
。

○
　
総
務
が
中
心
と
な
っ
て
、
リ
ー
ダ

ー
と
な
る
人
材
の
育
成
と
民
生
委
員

・
児
童
委
員
個
々
人
に
対
す
る
指
導

・
研
修
に
力
点
を
置
い
て
い
き
ま
す
、

〔
市
区
民
児
協
〕

○
　
調
整
機
能
を
発
揮
し
、
関
係
機
関

・
施
設
・
団
体
と
の
連
携
を
充
実
・
強

化
し
ま
す
。
市
区
内
の
単
位
民
児
協

の
総
務
間
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も

に
、
各
単
位
民
児
協
の
実
績
を
ふ
ま

え
、
そ
の
育
成
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

〔
都
道
府
県
・
指
定
都
市
民
児
協
〕

〇
　
各
市
区
町
村
及
び
県
内
の
実
績
と

活
動
強
化
方
策
を
ふ
ま
え
、
県
段
階

に
お
け
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

動
の
重
点
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
計

画
的
推
進
及
び
点
検
を
行
い
ま
す
。

○
　
市
区
町
村
民
児
協
の
実
績
を
ふ
ま

え
、
そ
の
育
成
強
化
に
努
め
ま
す
。

〔
全
民
児
連
〕

○
　
全
国
の
活
動
状
況
を
的
確
に
把
握

す
る
と
と
も
に
、
活
動
強
化
方
策
の

実
践
、
点
検
を
す
す
め
、
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

動
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

の
広
報
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

（
平
成
9
年
4
月
2
1
日
策
定
）
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